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　　　　120．燐 ， 塩 紊，硫黄等を含む数種 の

　　　　　　 有 機 化 合 物 の 殺虫力 の 比較

　　　　　　　 （農技研）　
町

諏内正 名

　 醍知の 殳虫力 著 名 な 化 倉 万を ［1．‘心 と し て オ痂 ＿こ 合成

した 化合勿 お よび それ らに 1芸比す る既知の 化合 tl．Tlこ っ

い て ，ア ズ キ ゾ ウ ム シ を 社承 と し た 牧 虫効 力 を比 以 検

討す る ．

　　　　 121． 有機砒素化合物の 化 学購造 と

　　　　　　　　 殺虫効 力 に つ い て

　 （農技研）
＊
橿永

一夫 ・田 亅二i・稜 1＞ ・滝 田 滑 ・1」旨勢和夫

　・右機研 素 化合物を仗虫剤 とtノ て 圧 嚢に 応 川 す る 目的

で ，約 10G 耽 の 化合物に つ きそ の 含成 お よ び設 虫 効力

に 園す る　験 を行 な つ た。すなわちア ズ キ ゾ ウ ム シ を

用 い て その 妾触 1、力 を x験 しtこ1，
flfL，　 Cr，HsAsS ，　C6H5

As （：S）（SNa ）2t
’
Cf

，
HsAs （；O ）（OH ）：

1 は い ずれ も　力

な く，概 H5AsQ の 弄統 では ベ ソ ゼ ン 核の P の 位置に

一Cl，　− CHn ．∫つ くと 万 力！、減ず る。　（RO ）3As 　と

（RO ）sAsO ，　 CsHfiAs（OR ）2 と
．
　Cr，HsAs （：0 ）（OR ）： お

よ び CrヌH5AsぐSR ）2　と　C εH5As （：S ）（SR ）2 と で
’
Clま 3

網 IL台 物の 力 が 5 価 1ヒ合紡 よ りも「4 カが 大 きい 。
　Cr，Hs

As （OR ）Lt　i’J よぴ CtiHs．As（Cl）OR の

．
系．沈で 亭ま，　 R の

Jk
−
数が 少 な い と一

般 に 加水 分 ♂ し易 い た め 冨 力が小

き く， 安定な構造の もの は か な りの 毎力を 示 す が，R

の 巽弐数 との し」連 i：は な h
。

　な お 如 重の メ藺鶏 ・状砒 素 化合
・
1　」に つ いて は い ！ れ も

誼 力 を 謬め な か つ た。

　　　 122． 鱗邇 目幼虫 皮膚 の 物翼透過 部位

　　　　　　 （岐阜大学芸 ）　小 泉 青 朋

　 二 化垠 £Lと一L の 皮ち の 色 々 の 部分 ，こつ い て コ ロ ヂオ

ン の エ ーテ ル イ 疲 の 白掬 廻 反 ， 孑S−GIJ・klrc」．d　r一　．！ る多価

フ ’t ノ
ール 冒の 還 ラL遇．1£ ，また BHC 、こよ る郵ダ速度

鴬 ヱ 比 較 し ナニ結 H ，こ れ らの
1．．／），i

．
の 麦肩 の 通 遜 　ノ は

Jxt　．i の 鬘イー．こよつ て 〕↓ うこ とが わ か つ た 。 こ れ に よ り

，1・N 虫 剤が体．
’
挿 acti・ n 　sitg を もつ よ うに ・皮LU こ C…

penetration 　site の あ る こ とカヴ  、さ れ る 。

　 123．
’

有機燐 殺虫剤の 適 用 に 関 する墓礎 的 研究

　　 （凶 31 ）　パ ラ チ才 ン 乳斤1の 水稲体内 へ の

　　　　　 浸近移行 お よ び残
．LI

に つ い て

　　　　 （九 州辰 試）免と島俊治 ・山ネ」浴郎

　 二 化螟 虫 ユイL期蒹 卸 振 fi了li寺に 相当す る水 報 を用い ，

ニ チ ル パ ラテ オ ン 1扮剤 を撤 梅 して そ の 外剖 、惹量 と 内

苫1，、．呈透 『 を fk ノ∫3 日後迄 Averell −Norr 三s の 比 色 法 で

洳疋 し払
工
尿 ， 当初r「1膚した パ ラ チ オ ン の b3G〜35

％ が，1 日 i麦に 内育限こ汲近す る こ とが潮足 さ れ た 。 し

か し こ れ は 九 分 に 薄い 層 に 附 着 させ
．
た 状態 の 糺呆 で，

層を厚 くした 易合 は そ の 約 10 ％ 五1．へ （大 根を供試〉

しか 浸透 しな い
ま
果 を 得て い る Q ま た メ チ ル お よび 手

チノ吋 そliは 1萌 」 日 光下 で 6H 後 に 充全 に 分 解 r肖失 す る

結果 を得た。穿 1際に 隔   で メ チル 聡五 を 1 化期ニ ィ触

虫防「泳の 翳、撒引 し ， そ の 外部 「1謄 量 と1し 虫率 に つ い て

測定 し たが ，第 1 汲 び ti1報 で の べ た と こ ろ を｝／足 せ
．

しめ る 結果 を 得 た 0

　 124． 塩素系殺曳剤 の 瓜類 の 生育に 及ぼす影響

　　　　 （吏 京 農 ．．L ）： ノト ・佳 信 ・永沢 矢

　江者等砿 塩素系．．2虫晒 の ノ
’

円 法 お よ ひ 1私 の 問題 を．

究明しつ つ あるか，現在まで 1こ明 らか に な つ た ＄項 に

つ き報告す る 。 　1）BHC ，ク ロ ル デ ソ ，ア ル ．ド リン ，

エ ソ ドリ ソ ，デ イル ドリ ソ 等の 中萩 も爪頭 の 生 
』
‘蒭 ゾ

．

響を与え る もの i。BHC （各形忌） で あ り
．，ク ロ 〃 デ

ン ，アル ド リン ，エ ソ ド y ン ，デ ィ ル ド ）
’

ン の L 」．用

は 珪 臥 的少なか つ た 。
2）BHC 剤 の ．，用は 土 性 に

よ り異な り，石〆壌土 に お い て 芦 も：
t！，IFIJ 弦 く，　 F お

よび 沖禎土 麋 の J！、一ば 減 ご れ る 。 こ れ は 土 に 中に
・
、｝有

するい L 質の 旦 と密接なI」係があ る と考え られ る。3）．

ア ノレ ド リ ン ，： ン ド リ ン ，デ ィ ル ド リ ン 1．，ゴ 土 蝕 に お

い て rgl ト．［，：．は ，．三か つ た。 4）瓜 承 の 生育段階 て は 生 育

初1
」層’
1の 署1〆1 〆1ヨは し1くi

’
1
．
瑛 1に お い て Oざ 1　 で あつ た 。

　　　 125． パ ラ チ ォ ンの 水 穩生育 ・生理 に

　　　　　　 及ぼず 景彡響 に 関 す る 研究

　　　　（プ1，　）LiVx 　IIこ）
；…：
山 丁：1　，． ．iS・梧爪文次 ・

　　　　　　　　　　⊥ 島俊治 ・・
」之 匝 療 七

　パ ラ ヲ
」
オ ン 孑L 奔［1（塙幼域 分 46．6 ％ ） 1，COO　l凵 液 を

10 日 ね E ｝こ 8 回 41（rlt7或 t’、｛
．
まi石：疫ff，i］「Sriiを 后疹Fr1、1こ、

20 時1
’
i汝根す る等杼 々 の 方法 で 処 姓 し た水稲 を 1 糸

網 で 冨 虫 を遊 断 して生篶殺 過 ， 生牝 ．拍 冤 イの 消長 ，

珪攵｛『等 に つ き エfミッ ト　（1953 身二 ）　な らC）
kごに 圃老昜 （1954・

年）で 天験 し た 。 水 ト言に †L
’
布 き れ た バ

．
ラ チ オ ソ は ，害

虫防臨効 ll1．以 外に 下
．
111の 生化 ：

’
的
「：
触 も こ変化を促が す

．

と カ ノ い は その 正 育を捉辷す る寄 の †． な．
’
1力は 討 め・

られず ， 諸虫の 謡舌 を 受け な けれ ば一工 　IF区で も乱呈

に 差 は 認 め られ な い 。ま た 1× 菰 処 理 水 1、。は 生 F 」が や や

悪 く，朶液 に よ る根の 生 育 1’1，a．ゴ 熟 訴 れ た。

　　　　126． ± 壤の 理化 学的 性質 と BHC の

　　　　　　 作物生 育阻害 力 と の 関係

　　　　　　　（厂牧 研） ヲ1コrj津 夫

　13HC を土夏 ＿Miした 男合，土 乏ぎ
‘
ドi〔eこよ りfrl刀 生

育の 安≦　 度に 3p、p．” ．か ら40　p ．p ．m ．の 讃 きが 圭
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